
 

我
が
同
窓
生

 

〝
柳
亭
市
馬
〞
師
匠
が
登
場
！

　

総
会
終
了
の
後
、
今
年
の
同
窓
会

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
落
語
協
会

会
長
で
も
あ
る
落
語
家
柳り
ゅ
う

亭て
い

市い
ち

馬ば

師
匠
（
竹
高
・
昭
55
年
卒　

本
名
：

右
藤
泰
幸
）
に
よ
る
落
語
独
演
会
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
一
門
の
柳

り
ゅ
う

亭て
い

市い
ち

若わ
か

の
前
座
に
始
ま
り
、
市
馬
氏
の
独
演

で
は
師
匠
の
５
代
目
柳
家
小
さ
ん
が

生
前
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
れ
た
際

の
話
し
や
、
永
谷
園
の
あ
さ
げ
・
ゆ

う
げ
を
飲
ん
で
い
る
姿
は
一
度
も
見

た
こ
と
が
な
い
こ
と
な
ど
面
白
お
か

し
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
い
た
だ
い

た
あ
と
、
落
語
「
妾
馬
」
の
話
芸
が

披
露
さ
れ
、
更
に
余
興
と
し
て
プ
ロ

歌
手
で
も
あ
る
美
声
で
「
相
撲
甚

句
」
も
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
い
に
沸
く
会
場
の
中
、
懇
親
会

で
は
長
吉
泉
さ
ん
（
昭
26
年
卒
）
の

機
知
に
富
む
乾
杯
の
ご
挨
拶
で
雰
囲

気
は
更
に
盛
り
上
が
り
宴
席
の
開
始

と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
余
興
と
し
て
〝
ふ
る

さ
と
ク
イ
ズ
〞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ん
（
昭
23
年
卒
）
か
ら
大
学
在
学
中

の
出
席
者
の
武
内
志
帆
さ
ん
（
平
26

年
卒
）
須
藤
拓
也
さ
ん
（
平
28
年
卒
）

神
田
康
太
郎
さ
ん
（
平
29
年
卒
）
ま

で
約
２
６
０
名
の
出
席
者
と
な
っ
た

こ
と
の
ほ
か
、
昨
年
一
年
間
の
関
東

同
窓
会
の
活
動
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
当
同
窓
会
の
平
成
29
年
度
会

務
・
会
計
報
告
・
監
査
報
告
が
承
認

さ
れ
た
後
、
来
賓
者
を
代
表
し
て
倉

原
浩
二
竹
田
高
校
教
頭
（
昭
56
年

卒
）、
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
、
服
部

眞
二
竹
田
高
校
同
窓
会
長
（
昭
42
年

卒
）
よ
り
ご
祝
辞
が
あ
り
、
今
の
竹

田
高
校
の
様
子
、
竹
田
の
風
景
、
活

動
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

 

戸
林　

知
輝
（
昭
62
年
卒
）

 
総
勢
２
６
０
名
が
参
加

　

平
成
30
年
６
月
30
日
、
東
京
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
於
い
て
関
東
同
窓
会

第
32
回
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
〝
関
東
臥
牛
祭
〞

と
題
し
て
、
15
名
の
来
賓
者
、
恩
師

の
髙
山
誠
一
先
生
、
足
立
一
馬
先
生

に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
都
俊
生
幹
事
長
（
昭

44
年
卒
）
の
司
会
進
行
の
中
、
始
め

に
関
東
同
窓
会
菅
博
敏
会
長
（
昭
40

年
卒
）
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
今
回
の

出
席
者
は
最
年
長
者
の
布
施
泰
義
さ

当
日
の
懇
親
会
司
会
者
高
嶋
公
介
、

民
子
夫
妻
（
昭
62
年
卒
）
に
よ
る
豊

後
大
野
、
竹
田
地
区
に
ま
つ
わ
る
出

題
で
、
こ
れ
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ

た
事
実
を
知
る
機
会
と
な
る
中
、
志

賀
卓
史
さ
ん
（
昭
52
年
卒
）
の
流
暢

か
つ
完
璧
な
大
分
弁
（
た
ぶ
ん
今
は

そ
こ
ま
で
の
大
分
弁
は
誰
も
使
っ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。）
に
よ
る

コ
メ
ン
ト
が
皆
を
大
い
に
笑
わ
せ
ま

し
た
！　

終
盤
で
は
、
竹
田
高
校
校

歌
を
斉
唱
し
、
最
後
は
全
員
で
肩
を

組
み
、
老
若
男
女
相
変
わ
ら
ず
隣
の

異
性
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
ス
ト
ー

ム
を
踊
り
、
そ
し
て
、
会
は
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
倉
原
教
頭
か
ら
の
祝
辞
の

中
で
、Facebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
）
に
竹
田
高
校
の
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
た
こ
と
、
そ
こ
へ
関
東
に
住
む
先

輩
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
で

在
校
生
に
夢
、
希
望
、
励
ま
し
を
与

え
て
ほ
し
い
（「
木
は
光
を
浴
び
て

育
つ
、
人
は
言
葉
を
浴
び
て
育
つ
」）

と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が

竹
田
高
校
卒
業
生
と
し
て
是
非
、
竹

高
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、

竹
田
高
校
１
２
０
年
の
歴
史
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
当
総
会
の
当
番
と
し
て

32
年
ぶ
り
に
集
合
し
た
同
級
生
た
ち

が
、
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
で
仕
事
を
連
携
し

て
い
く
様
子
を
見
な
が
ら
、
竹
高
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
今
も
僕
た
ち
の
中
に
健
在

で
あ
る
こ
と
に
感
動
し
な
が
ら
過
ご

す
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

※竹田高校在学生へのメッセージはコチラ➡ 竹田高校 検 索

第32回 竹田高校関東同窓会第32回 竹田高校関東同窓会

総会・懇親会総会・懇親会
文化祭を彷彿とさせる “関東臥牛祭”

菅
博
敏
会
長

首
藤
勝
次
・
竹
田
市
長

服
部
眞
二
・
竹
田
高
校
同
窓
会
長

倉
原
浩
二
・
竹
田
高
校
教
頭
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総会・懇親会アルバム
撮影：岩崎智幸さん、大津祐二さん（昭52年卒）

高座後、菅会長はじめ役員と記念撮影。
市馬師匠（中央）の左には恩師の髙山誠一先生。

司会の高嶋公介さん民子さん夫妻
（昭62年卒） 役員と当番幹事（昭52年卒・昭62年卒）

受付の華・当番幹事（昭52年卒・昭62年卒）の女性陣

乾杯の音頭は長吉泉さん
（関東同窓会・初代幹事長）

▲ 再会を喜ぶ工藤厚憲さん（竹田・
同窓会副会長）と池内昭二さん
（ともに昭52年卒）

高座での柳亭市馬師匠（落語協会会長）演目は「妾馬」

姫だるまの似合う男・内藤賢一さん
（当番幹事・昭52年卒・昭62年卒の中心
メンバーとして獅子奮迅の活躍でした。）

▶
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【私立大学】
学校名＼年度 30 

現役 既卒
大正大 1
創価大 1
東京農業大 1
立正大 1
神奈川大 1
近畿大 1 1
九州産業大 7 
西南学院大 2 
久留米大 1
福岡大 2
熊本学園大 11 
崇城大 3 
立命館アジア太平洋大 3 
中村学園大 1
西南女学院大 4 
別府大 7 
日本文理大 8 
九州栄養福祉大 1 
その他 20 4

私立大合計 71 10
81 

【短大】
学校名＼年度 30 

現役 既卒
大分県立芸文短 8 1 
別府大短大部 5 
別府溝部学園短 2 
その他 2 

短大合計 18 

【専門学校等】 現役のみ
学校名＼年度 30 

看護学校 11 
医療系（看護以外） 8 
情報系 2 
その他 27 
専修学校合計 48 

【公務員・自衛隊】 現役のみ
学校名＼年度 30 

海上保安庁 1
警察（大分県警） 2
豊後大野市（消防） 1 （消防）
自衛隊 4 

　

昨
年
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
、
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
竹
田
高
校
で
す

が
、
近
年
の
少
子
化
や
高
校
受
験
生

の
竹
田
市
・
豊
後
大
野
市
か
ら
大
分

市
へ
の
流
出
の
影
響
は
避
け
が
た

く
、
こ
こ
数
年
は
入
学
生
徒
が
定
員

割
れ
と
な
る
寂
し
い
状
況
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
竹
高
生
は
「
気
力
・

吟
詠
・
剣
詩
舞
部
門
」
に
出
場
し
文

化
連
盟
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
活
躍
し

て
い
ま
す
。
器
楽
部
も
今
年
度
「
大

分
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
金
賞

を
９
年
ぶ
り
に
受
賞
、
大
分
県
第
３

位
の
成
績
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
運

動
部
で
も
野
球
部
が
春
の
「
九
州
地

区
大
会
大
分
県
予
選
」
で
県
３
位
、

全
国
大
会
出
場
常
連
の
山
岳
部
は
女

子
が
８
月
に
三
重
県
で
開
催
さ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
全
国
ベ
ス
ト
８
に

入
る
な
ど
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
で
竹
高
生
の
活

躍
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
竹
高
が
活
性
化
す
る
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
同
窓
会
よ

り
「
竹
田
高
校
南
側
隣
接
地
を
取
得

し
竹
田
高
校
の
た
め
に
民
間
に
よ
る

各
種
施
設
（
学
生
食
堂
、
器
楽
部
部

室
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
な
ど
）
の

運
営
を
模
索
し
て
は
ど
う
か
」
と
の

提
案
が
あ
り
、
実
現
に
向
け
て
の
検

討
が
開
始
さ
れ
た
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
県
立
学
校
と
い
う

枠
組
み
か
ら
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い

闘
志
・
根
性
」
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

も
歴
史
を
刻
み
、
伝
統
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

進
路
実
績
に
つ
い
て
は
別
資
料
に

記
載
の
あ
る
通
り
、
昨
年
度
は
生
徒

の
約
３
分
の
１
が
国
公
立
大
学
合

格
、
57
・
２
％
が
大
学
進
学
（
各
種

学
校
を
含
め
れ
ば
86
・
９
％
が
進

学
）
と
「
学
力
の
伸
び
率
」
は
県
下

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
３
年
生
も
難

関
大
学
へ
の
進
学
意
欲
を
持
つ
生
徒

を
は
じ
め
、
閉
校
時
間
の
19
時
30
分

ま
で
学
校
で
学
習
す
る
生
徒
や
休

日
・
祭
日
に
も
登
校
し
て
自
主
学
習

に
励
む
生
徒
が
見
ら
れ
、
今
年
度
も

優
れ
た
進
学
実
績
を
実
現
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。
授
業
で

は
我
々
教
員
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
改
善

に
日
々
取
り
組
ん
で
お
り
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
問
わ

れ
る
新
大
学
入
試
制
度
（
２
０
２
０

年
度
か
ら
）
に
対
応
で
き
る
授
業
内

容
・
実
践
に
つ
い
て
、
県
下
の
高
校

を
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
で
は
生
徒
が
多
彩

な
才
能
を
開
花
さ
せ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
「
国
際
高
等
学
校
選
抜
書
展

（
書
の
甲
子
園
）
で
は
書
道
・
吟
詠

部
の
衞
藤
鼓
さ
ん
が
個
人
最
高
賞
で

あ
る
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
を
受

賞
！
、
今
年
度
も
２
名
が
「
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
（
長
野
大
会
）

2017年度
の

合格状況
2018.3.31

竹田高等学校進路指導部

【国立大学】
学校名＼年度 30 

現役 既卒
茨城大 1 
岡山大 1 
広島大 1 
山口大 2 
九州工業大 1 
長崎大 3 
熊本大 6 
宮崎大 1 1 
大分大 医・医　
 医・看護 2 
 教育　　 2 
 経済　　 5 
 理工　　 7 
 福祉健康 1 

国立大合計 32 2 
34 

【公立大学】
学校名＼年度 30 

現役 既卒
公立鳥取環境大 2 
山口東京理科大 1 
愛媛県立医療技術大 1 
高知工科大 2 
北九州市立大 2 
大分県立看護科学大 2 
名桜大 1 

公立大合計 11 0 
11 

【国公立大学】
年度 30 

現役 既卒

国公立大合計 43 2 
45 

母
校
の
話
題

奮
闘
す
る
竹
高
生
た
ち

書の甲子園で最高賞の
衞藤鼓さんと受賞作

喜びに沸く器楽部のメンバー

大分県立竹田高等学校
合澤哲郎  教諭

昭和56年度竹田高校卒業
第34期生

伝統をしっかりと受け継いでインターハイ出場の山岳部

金賞に輝いた器楽部
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平
成
30
年
度
関
東
竹
友
会
を
横
浜

桜
木
町
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
24
階
の

東
天
紅
に
て
11
月
１
日
㈭
参
加
者
14

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
ず
一
同
で
物
故
者
へ
黙
祷
を
捧

げ
、
筑
紫
幹
事
長
の
経
過
報
告
等
の

挨
拶
、
上
田
会
長
の
挨
拶
を
戴
き
、

井
君
の
乾
杯
音
頭
で
懇
親
会
に
入
り

ま
し
た
。
自
由
歓
談
の
後
、
ス
ピ
ー

チ
タ
イ
ム
に
移
り
各
自
の
近
況
報
告

で
感
動
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
大
分
か
ら
大
嶋
さ
ん
、
三
ツ

橋
さ
ん
が
亡
き
親
友
（
会
員
）
の
墓

参
を
竹
友
会
開
催
に
合
せ
て
上
京

し
、
出
席
し
て
く
れ
た
こ
と
に
絆
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

事
務
局
長　

首
藤　

亮
治
（
昭
53
年
卒
）

　

平
成
30
年
９
月
22
日
㈯
大
阪
第
一

ホ
テ
ル
（
大
阪
マ
ル
ビ
ル
）
１
階
グ

　

昨
年
（
平
成
29
年
）
の
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
私
た
ち
昭
和
42
年
卒
が

古
希
を
迎
え
た
の
で
集
ま
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
関
東
に
は

68
名
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
14
名
が
参
加
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
、
初
冬
で
し
た
が

天
気
も
良
く
、
東
京
駅
に
集
合

し
、
は
と
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。
東
京
タ
ワ
ー
見
学

の
際
は
、
た
ま
た
ま
大
分
県
海

岸
部
の
物
産
展
が
催
さ
れ
て
い

て
「
イ
リ
コ
」「
メ
ザ
シ
」「
地

酒
」
で
盛
り
上
が
り
、
浅
草
か

ら
隅
田
川
の
川
下
り
で
の
昼
食

で
ま
た
ま
た
盛
り
上
が
り
、
と

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
う
し
た
会
に
初
め

て
参
加
し
た
方
も
お
り
、
ま
た

長
崎
か
ら
田
上
君
が
わ
ざ
わ
ざ

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
り
も
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
ま

た
集
い
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
ン
プ
リ
モ
の
間
に
て
、
正
午
よ
り

第
３
回
関
西
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
は
、
来
賓
７
名
・
同

窓
生
56
名
、
総
勢
63
名

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
西
同
窓
会
本
田
会

長
よ
り
ご
挨
拶
。
こ
れ

ま
で
の
関
西
同
窓
会
の

経
緯
や
関
西
地
区
２
府

４
県
の
同
窓
生
会
員
約

７
５
０
名
の
こ
れ
ま
で

の
経
緯
及
び
状
況
報
告

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
ま
し
て
、

竹
田
市
長
代
理
の
竹
田

市
役
所
総
務
課
長　

池

永
徹
氏
（
昭
53
年
卒
）

の
竹
田
市
で
の
取
り
組

み
な
ど
の
近
況
報
告
、　

竹
田
高
校
同
窓
会
長　

服
部
眞
二
氏
（
昭
42
年

卒
）、
竹
田
高
校
校
長

代
理
の
教
頭　

岩
田
秀

士
氏
、
東
海
大
分
県
人

会
会
長　

山
本
栄
次
氏

（
昭
42
年
卒
）、
関
東

同
窓
会
会
長
代
理
の
事

務
局
長　

山
部
光
男
氏

（
昭
53
年
卒
）
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
と
移
り
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

夢
の
よ
う
な
話
な
の
で
す
が
、
竹
田

高
校
の
新
し
い
魅
力
の
創
生
と
し
て

生
徒
・
保
護
者
・
職
員
が
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
早
期
の
実
現

が
成
さ
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

　

今
年
はFacebook

や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
に
特
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
竹
高
の
活
躍
や
魅
力

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
関
東
同
窓
会
を
は
じ
め
全
国
各

地
の
同
窓
生
・
保
護
者
の
方
に
多
く

見
て
い
た
だ
き
「
い
い
ね
！
」
を
付

け
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
、
情
報
更
新

の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

今
後
と
も
竹
田
高
校
の
繁
栄
、
そ
し

て
更
な
る
歴
史
の
継
承
の
た
め
に
同

窓
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

津
軽
三
味
線　

大
野
敬
正
さ
ん
の
演

奏
に
続
き
、
日
本
舞
踊
立
花
流　

立

花
志
乃
（
昭
47
年
卒
・
井
谷
満
）
さ

ん
の
演
技
で
会
場
は
一
気
に
盛
り
上

が
り
、
終
盤
は
校
歌
斉
唱
、
会
場
内

で
一
つ
の
輪
に
な
り
ス
ト
ー
ム
、
最

後
万
歳
三
唱
と
続
き
、
来
年
も
こ
の

場
に
集
う
こ
と
を
約
束
し
、
閉
会
へ

と
移
り
ま
し
た
。　

　

関
西
同
窓
会
世
話
人
同
士
、
関
東

同
窓
会
に
倣
っ
て
更
な
る
参
加
者
・

出
席
者
の
増
員
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
今
後
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
・
同
期
会

昭
和
42
年
卒
が

「
古
希
」を
祝
い
集
合

 

児
玉　

幹
夫
（
昭
42
年
卒
）

平
成
30
年
度

関
東
竹
友
会

 

河
野　

智
治
（
昭
31
年
卒
）

第
３
回
竹
田
高
校
・
関
西
同
窓
会

総
会
懇
親
会
が
盛
大
に
開
催
！

（参加者）衛藤義親、藤健二、小島俊一、児玉幹生、後藤十四生、
 　　　　田上忠、日小田真一、堀正孝、緒方和子、小島喜美子、
 　　　　佐田康子、瀬川悦子、宮崎加代、和田和子
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そ
し
て
、
中
村
さ
ん
が
故
郷
の
竹

田
に
大
音
楽
堂
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
」
が
10
月
８
日
に
落
成
し
た
こ
と

や
、
合
唱
曲
「
私
は
空
」
を
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
私
は
空
」
の
中

に
、
久
住
高
原
、
岡
城
、
瀧
廉
太
郎
、

サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
等
が
あ
り
、
故
郷

の
香
り
が
漂
う
雰
囲
気
に
一
同
感
動

し
た
次
第
で
す
。

　

懇
親
会
の
最
後
は
全
員
で
「
荒
城

の
月
」
を
合
唱
、
校
歌
を
斉
唱
し
て

盛
り
上
が
り
、
佐
藤
君
の
発
声
に
よ

る
三
本
締
め
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
も
11
月
１
日
㈮
に
横
浜
の

海
を
一
望
で
き
る
こ
の
会
場
で
、
再

会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

　

竹
友
会
は
昨
年
傘
寿
を
迎
え
ま
し

た
。
故
郷
竹
田
市
の
最
高
齢
者
は

１
０
７
歳
で
、
わ
が
会
員
の
御
尊
父

で
あ
ら
れ
る
由
、
私
達
も
、
米
寿
、

卒
寿
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
竹
高
８
期
生
（
昭
31
年
卒
）

の
「
八
翔
会
」（
竹
田
に
本
部
）
は

去
る
９
月
に
解
散
し
ま
し
た
が
、
関

東
竹
友
会
は
可
能
な
限
り
継
続
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
期
か
ら

３
人
の
高
校
校
長
を
輩
出

　

大
分
県
の
高
校
の
校
長
に
現
在
、

３
名
の
竹
田
高
校
出
身
者
が
い
ま

す
。
し
か
も
３
名
と
も
に
同
じ
学
年

で
し
た
（
昭
52
年
卒
）。
こ
れ
は
か

な
り
す
ご
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
！

　

そ
の
３
名
が
こ
の
５
月
に
全
国
高

校
校
長
会
に
そ
ろ
っ
て
参
加
す
る
、

と
い
う
の
で
、
在
京
の
同
期
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
41
年
が
経
過
し
て
い
ま
し

た
が
、
顔
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
誰
か
と

　

晩
秋
の
落
ち
葉
も
風
に
舞
う
か
の

様
な
一
日
、
吾
ら
竹
高
26
会
健
児
‼

一
年
振
り
に
銀
座
に
集
い
ま
し
た
。

さ
す
が
に
米
寿
前
の
皆
さ
ん
、
年
相

応
な
体
裁
で
連
れ
だ
っ
て
歩
い
て
来

る
人
、
杖
を
頼
り
に
各
々
が
昨
年
同

様
通
い
馴
れ
た
（
？
）
銀
座
会
場
に

老
体
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
一
旦
会
場

に
入
れ
ば
70
年
前
の
高
校
３
年
生
に

逆
戻
り
で
す
。
お
互
い
の
無
沙
汰
非

礼
を
謝
し
、
現
在
を
楽
し
く
可
笑
し

く
懇
談
に
と
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

わ
か
り
、
多
感
な
青
春
時
代
を
同
じ

学
び
舎
で
過
ご
し
た
日
々
が
蘇
り
ま

し
た
。
学
校
の
帰
り
道
に
よ
く
立
ち

寄
っ
た
お
店
、
当
時
の
竹
田
の
原
風

景
、
か
な
わ
な
か
っ
た
恋
の
話
、
は

て
は
少
子
化
を
迎
え
る
今
後
の
高
校

教
育
の
在
り
方
（
？
）
と
、
話
は
尽

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
の
年
代
は

今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
還
暦
を
迎

え
、
退
職
と
い
う
人
生
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時

代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
会
社

や
学
校
を
離
れ
れ
ば
今
ま
で
の
職
場

で
付
き
合
い
が
あ
っ
た
人
と
も
疎
遠

に
な
り
、
同
級
生
は
か
け
が
え
の
な

い
一
生
の
友
人
で
も
あ
り
、
今
後
も

末
永
く
お
付
き
合
い
を
続
け
て
い
こ

う
と
約
束
し
ま
し
た
。

　

先
日
定
年
後
の
生
き
方
に
関
連
す

る
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、
次
の
よ
う

な
俳
句
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

「 

浜
ま
で
は
海
女
も
蓑
着
る
時
雨

か
な
」【
滝た
き　

瓢
ひ
ょ
う

水す
い

作
】
※
。

　

海
女
さ
ん
は
海
に
潜
る
の
が
仕
事

な
の
だ
か
ら
必
ず
水
に
濡
れ
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
そ
ん
な
海
女
さ
ん

で
も
雨
が
降
っ
て
い
る
日
で
あ
れ

ば
、
浜
ま
で
は
蓑
を
着
て
体
を
い
た

わ
る
も
の
だ
と
い
う
。
ど
う
せ
濡
れ

る
の
だ
か
ら
と
、
時
雨
で
体
を
冷
や

す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
定
年
を

迎
え
る
我
々
も
、
ど
う
せ
先
が
長
く

な
い
か
ら
と
あ
き
ら
め
ず
に
、
生
き

て
い
る
間
は
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
大
事
に
し
て
、
与
え
ら
れ
た
今

後
の
人
生
を
歩
ん
で
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

※ 『
知
的
な
老
い
方
』

 

（
外
山
滋
比
古
著
・
大
和
書
房
）

平
成
最
後
の
会
に
先
立
ち
、
５
月
に

冥
府
入
り
し
た
伊
藤
瑛
介
氏
に
哀
悼

の
意
を
表
し
、
阿
南
26
会
会
長
の
談

話
、
発
会
の
音
頭
に
よ
り
懇
親
会
へ

と
…
。
３
時
間
ば
か
り
和
気
藹
々
、

酒
に
食
事
に
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の

談
話
に
、
今
の
人
生
を
満
喫
し
、
お

互
い
の
健
康
、
長
寿
を
祈
念
し
合
い

な
が
ら
、
来
年
の
26
会
を
楽
し
み
に

冬
間
近
な
銀
座
を
後
に
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

昭
和
52
年
卒

同
期
会

 

後
藤　

章
仁
（
昭
52
年
卒
）

竹
高
関
東
26
会

 

牛
島　

健
二
（
昭
26
年
卒
）

（
参
加
者
）

　

井
英
治
、
飯
倉
宗
基
、
上
田
武
男
、

　

大
嶋
恭
代
、
河
野
智
治
、
工
藤
重
徳
、

　

佐
藤
重
廣
、
高
橋
房
枝
、
筑
紫
静
慈
、

　

中
村
和
子
、
橋
爪
重
治
、
半
澤
桂
子
、

　

三
ツ
橋
み
ど
り
、
渡
部
祥
子

緑
が
丘
高
校
・
近
藤
宣
彦
校
長
（
前
列
右

か
ら
二
人
目
、
大
分
鶴
崎
高
校
・
後
藤
輝

美
校
長
（
同
３
人
目
）、
大
分
東
高
校
・
甲

斐
良
治
校
長
（
同
４
人
目
）
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竹
田
の
心
の
原
風
景
『
城
原
神

楽
』
を
我
が
関
東
同
窓
会
の
力
で
東

京
に
呼
び
た
い
と
思
い
本
誌
寄
稿
を

思
い
立
ち
ま
し
た
。

　

今
か
ら
10
年
前
に
総
会
懇
親
会
に

城
原
神
楽
招
聘
を
成
功
さ
せ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
当
番
幹
事

だ
っ
た
昭
和
42
年
卒
の
先
輩
方
の
ご

尽
力
の
た
ま
も
の
で
し
た
。
そ
の
ご

恩
返
し
も
か
ね
て
、
10
年
後
の
今

年
、
総
会
・
懇
親
会
で
『
城
原
神
楽

を
も
う
一
度
‼
』
と
様
々
に
努
力
を

重
ね
ま
し
た
。
が
し
か
し
、
柳
亭
市

馬
師
匠
の
落
語
が
実
現
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
費
用

面
で
の
限
界
も
あ
り
断
腸
の
想
い
で

断
念
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
金
が
な
い
な
ら
知
恵

を
使
え
」
で
す
。
ど
う
か
同
窓
生
の

皆
さ
ん
の
「
知
恵
の
総
力
」
を
結
集

し
た
い
思
い
ま
す
。

　

ど
な
た
か
、「『
城
原
神
楽
』
を
東

京
に
呼
ぶ
」
た
め
の
お
知
恵
を
く
だ

さ
い
。

〈
連
絡
先
〉

　
『
臥
牛
』
編
集
担
当　

衞
藤　

淳

　

etoj@
hotm

ail.com

　

FAX
：
０
４
２
２

43

７
７
６
２

　

平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）
酒
匂

川
の
支
流
四
十
八
瀬
川
流
域
全
体
。

山
か
ら
川
、
森
か
ら
田
畑
す
べ
て
の

自
然
保
護
・
保
全
を
目
指
し
、
仲
間

15
名
で
「
四
十
八
瀬
川
自
然
村
」
を

立
ち
上
げ
た
。
更
に
２
０
０
７
年
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
可
が
下
り
、
加
え
て

地
域
お
こ
し
も
考
慮
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

自
然
林
・
人
工
林
の
木
こ
り
作
業
、

竹
林
・
里
山
整
備
、
炭
焼
、
椎
茸
栽

培
、
田
ん
ぼ
で
は 

酒
米
一
ト
ン
強
、

市
内
小
学
校
２
校
の
５
年
生
の
総
合

学
習
で
「
古
代
米
つ
く
り
」
指
導
。

荒
廃
地
利
用
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培

の
外
、
農
業
法
人
格
を
取
得
し
、
野

菜
つ
く
り
。
地
域
お
こ
し
を
考
え
、

酒
米
で
作
っ
た
「
濁
り
酒
」
で
毎
年
、

お
祭
り
を
開
催
。
更
に
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
活
動
で
は
年
４
回
、
四
十
八
瀬

川
上
・
中
・
下
流
３
定
点
の
水
質
環

境
・
生
物
・
植
生
の
調
査
観
測
等
々

活
動
は
多
彩
で
あ
る
。

　

特
に
神
奈
川
県
絶
滅
危
惧
種
「
カ

ジ
カ
」
の
調
査
・
保
護
活
動
で
は
生

息
域
の
調
査
に
止
ま
ら
ず
、
上
流
へ

の
持
ち
上
げ
放
流
も
実
施
し
、「
生

物
多
様
性
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
と
し

て
申
請
中
で
あ
る
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
自
分
の
趣
味

が
生
か
さ
れ
、
自
己
完
結
と
い
う
や

り
甲
斐
の
あ
る
活
動
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
総
勢
90
名
近
く
の
仲
間
と

楽
し
ん
で
い
る
。
一
方
、「
達
成
感

満
点
」
の
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
も

高
齢
化
は
悩
み
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
少
な
い
若
い
メ
ン
バ
ー
や
毎

年
、
研
究
と
卒
業
論
文
作
成
の
た

め
、
受
け
入
れ
て
い
る
大
学
４
年
生

た
ち
に
も
触
発
さ
れ
、
元
気
を
も

ら
っ
て
い
る
。
そ
の
元
気
で
い
ず
れ

は
自
分
た
ち
の
活
動
を
引
き
継
い
で

く
れ
る
も
の
と
老
骨
に
鞭
を
打
ち
続

け
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

◎
七
十
代
の
釣
り
？

　
「
そ
う
か
。
そ
う
言
え
ば
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
が
、
忙
し
く
て
随
分
イ
ワ

　

３
回
に
わ
た
っ
た
拙
文
に
も
拘
わ

ら
ず
、
お
読
み
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼

に 
こ
れ
を
識
っ
て
い
る
と
魚
類
専

門
の
先
生
方
や
渓
流
釣
り
の
面
々
か

ら
「
渓
流
魚
通
」
と
一
目
置
か
れ
る

竹
田
に
関
す
る
雑
学
を
二
つ
。

　

一
つ
目
は
、
渓
流
の
女
王
と
言
わ

れ
る
ヤ
マ
メ
（
山
女
）
は
朱
色
の
斑

点
が
な
い
「
ヤ
マ
メ
」、
と
き
れ
い

な
斑
点
の
あ
る
「
ア
マ
ゴ
」
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
後
者
の
分
布

は
静
岡
県
以
西
の
太
平
洋
岸
と
四
国

全
域
及
び
、
何
故
か
、
九
州
は
大
分

県
の
み
ま
で
で
す
。
さ
ら
に
、
我
が

活
動
拠
点
の
四
十
八
瀬
川
を
含
む
酒

ナ
・
ヤ
マ
メ
の
顔
を
見
て
い
な
い

な
ぁ
。」 

お
わ
り

追
伸　

こ
れ
が
、
私
の
「
釣
り
年
代

史
」
で
す
が
、
本
年
７
月
初
め
て
の

北
海
道
遠
征
で 

イ
ワ
ナ
64
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
・
ヤ
マ
メ
（
サ
ツ
キ
マ

ス
）
53
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
自
己
記

録
大
幅
更
新
の
釣
り
を
し
て
き
ま
し

た
。

匂
川
（
神
奈
川
県
）
は 

ヤ
マ
メ
・

ア
マ
ゴ
の
両
方
が
棲
息
。
ア
マ
ゴ
の

北
限
河
川
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
竹
田
の
川
に
天
然
記

念
物
「
イ
ワ
メ
」
と
言
う
渓
流
魚
が

い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

場
所
は
大
野
川
水
系
の
源
流
「
神
原

谷
」
で
す
。
無
斑
の
ヤ
マ
メ
か
イ
ワ

ナ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

ご
興
味
お
あ
り
の
方
は
併
せ
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
様
子
も
ネ
ッ
ト
で
ご

検
索
く
だ
さ
い
。

※ 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
四
十
八
瀬
川　

②
河
川
保
護
活
動　

③
活
動
記
録

※ 

ジ
ャ
ン
ル
「
故
郷
訪
問
」
は
関
東

同
窓
会
を
ふ
く
む
竹
田
関
係
を
掲

載
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

　

 http://w
ind.ap.teacup.com

/
sijyuhasseriv/

城
原
神
楽
を
東
京
に
呼
び
た
い
！

私
の
釣
り
年
代
史
（
後
編
）

志
賀　

卓
史
（
昭
52
年
卒
）

氏
田　

章
治
（
昭
37
年
卒
・
旧
姓
：
植
木
）

同窓生
登場②

同窓生
登場①

見
事
な
秋
晴
れ
の
下
で
行
わ
れ
た
今
年
の

城
原
神
楽
（
撮
影
・
竹
田
市
城
原
在
住
・

大
津
祐
二
氏
〈
昭
52
年
卒
〉）

記録更新のサツキマス

川の生き物教室

氏田章治さん
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◎
会
社
や
ー
め
た
っ
と
！

　

１
９
８
９
年
６
月
。

　

ま
さ
に
世
の
中
は
バ
ブ
ル
絶
頂
期
。

　

私
は
、
三
越
、
高
島
屋
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
全
国
の
百
貨
店
の
輸
入

特
選
コ
ー
ナ
ー
に
バ
ッ
グ
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
毛
皮
、
貴
金
属
、
洋
食
器
、

家
具
等
を
納
入
す
る
輸
入
商
社
に
勤

め
て
い
ま
し
た
。

　

夢
は
海
外
で
の
商
品
買
い
付
け
で

す
。
そ
ん
な
折
、
26
歳
の
時
、
上
司

に
恵
ま
れ
て
い
た
事
も
あ
り
、
何
故

か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
毛
皮
買
い
付

け
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
高
級
輸
入

品
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
時

代
、
買
い
付
け
予
算
は
６
０
０
０
万

円
、
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
同
士
の

決
ま
っ
た
ル
ー
ト
の
中
、
買
い
付
け

た
い
商
品
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

買
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
人

の
ル
ー
ル
で
す
ね
。
こ
の
矛
盾
に
一

気
に
熱
が
冷
め
自
分
の
ほ
し
い
も
の

を
買
い
付
け
る
に
は
、
自
分
で
起
業

す
る
し
か
な
い
ん
だ
な
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

 

チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
チ
ャ　

チ
ャ
ッ

チ
ャ
チ
ャ
ッ
チ
ャ　

誰
も
知
ら
な

い
夜
明
け
が
明
け
た
時
♬
♪

　

頭
の
中
は
い
つ
も
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
恋
物
語
」、
小
さ
い
頃
か
ら
何
故

か
海
外
に
憧
れ
て
い
た
私
は
こ
の
ド

ラ
マ
を
機
に
気
持
ち
は
決
定
的
に
な

り
、
日
本
脱
出
の
チ
ャ
ン
ス
を
覗
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
チ
ャ
ン
ス
到
来
‼

　

チ
ャ
ン
ス
は
訪
れ
ま
し
た
。
取
引

先
の
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
社
長
か
ら
イ
タ

リ
ア
行
き
の
打
診
が
あ
り
、
即
決
で

す
。
と
に
か
く
、
日
本
脱
出
、
怖
い

も
の
な
ん
て
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ciao Italia !! 

こ
の
時
に
は
10
年
後

の
40
歳
で
会
社
設
立
し
、
現
在
ま
で

ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
関
係
の
会
社
を

経
営
し
て
い
る
な
ん
て
夢
に
も

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

29
歳
で
も
う
一
度
学
生
に
な

り
１
日
10
時
間
以
上
の
勉
強
。

一
生
の
う
ち
で
一
番
勉
強
し
ま

し
た
。（
も
と
も
と
勉
強
は
苦

手
で
し
た
！
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

の
学
校
に
通
っ
て
い
る
と
き
課

外
授
業
で
ベ
ネ
チ
ア
に
行
く
こ

と
に
な
り
、
初
め
て
カ
ル
ニ

バ
ー
レ
を
見
た

と
き
の
衝
撃
は

今
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
初
め
て

の
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
と
の
出
会
い

で
し
た
。

　

帰
国
後
、
こ
こ
か
ら
が
波
乱
万
丈

の
人
生
の
幕
開
け
で
し
た
。
い
く
つ

か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
大

成
功
も
あ
り
つ
つ
、
世
は
バ
ブ
ル
崩

壊
へ
。
私
が
30
代
後
半
の
頃
に
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
は
一
人

ず
つ
脱
落
し
て
い
き
何
と
か
持
ち
こ

た
え
た
私
に
は
借
金
し
か
残
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
再
び
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ

ラ
ス
に
再
会
し
ま
す
。
や
は
り
イ

タ
リ
ア
時
代
に
知
り
合
っ
た JW

P 
Corrado Cavgnis 

と
い
う
ベ
ネ
チ

ア
ン
ガ
ラ
ス
の
工
房
が
日
本
の
展
示

会
に
出
展
す
る
と
い
う
の
で
す
。
訪

れ
て
み
る
と
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

大
繁
盛
で
し
た
。
こ
れ
は
も
し
か
し

た
ら
化
け
る
か
も
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
時
代
か
ら
〝
も
の
〞
は
全

て
商
材
と
し
て
捉
え
る
よ
う
訓
練
さ

れ
て
い
た
た
め
直
感
で
し
た
。
彼
ら

は
展
示
会
終
了
後
商
品
を
す
べ
て
私

に
預
け
て
く
れ
ま
し
た
。
在
庫
金
額

は
日
本
円
に
し
て
約
３
０
０
万
円
、

こ
れ
が
今
に
至
る
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
始
ま
り
で
し
た
。

◎
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
の
魅
力

　

以
前
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ラ
ン

ド
で
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た

与
え
ら
れ
る
マ
エ
ス
ト
ロ
の
称
号
を

持
つ
ガ
ラ
ス
職
人
で
す
。
答
え
は
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。Corrado 

同

様
、
熟
練
し
た
マ
エ
ス
ト
ロ
が
も
の

を
製
作
す
る
と
き
に
意
識
し
て
い
る

こ
と
。
そ
れ
は
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
は

薄
く
て
軽
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

丹
精
込
め
て
作
っ
た
作
り
た
て
の
ワ

イ
ン
の
重
さ
だ
け
を
直
接
感
じ
て
ほ

し
い
か
ら
。
作
品
は
と
に
か
く
美
し

く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
本
来
は
そ

も
そ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
い
魂
を

飾
る
為
に
作
ら
れ
る
か
ら
。
マ
エ
ス

ト
ロ
は
作
品
に
自
分
の
魂
を
入
れ
て

は
い
け
な
い
。
使
う
側
の
想
い
を
際

立
た
せ
る
事
を
最
優
先
。
身
に
着
け

た
ひ
と
、
使
う
ひ
と
の
想
い
に
よ
り

ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
の
表
情
は
幾
通

り
に
も
表
現
さ
れ
る
。
手
に
と
っ

て
く
れ
る
人
の
想
い
が
表
現
さ
れ
や

す
い
よ
う
に
作
る
「
ア
ド
リ
ア
海
の

女
王
、
神
秘
に
満
ち
た
ミ
ク
ロ
コ
ス

モ
ス
」
色
の
数
が
３
万
色
と
も
言
わ

れ
る
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
。
こ
れ
は

可
視
光
線
の
み
で
と
ら
え
た
数
だ
け

で
は
な
く
、
き
っ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
に
よ
る
表
情
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

重
厚
な
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
に
商
材
と
し
て
興

味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。「
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ

ラ
ス
の
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
は
何
か
が
違
う
」

JW
P 

社
の Corrado 

は
12
歳
か
ら
修
業

し
、
現
在
で
は
熟
練

し
た
技
術
者
に
の
み

ン
も
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん

で
す
ね
。
衝
撃
的
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
の
私
の
直
感
な
ん
て
「
売
れ
筋
か

そ
う
で
な
い
か
」
そ
し
て
売
っ
た
ら

お
し
ま
い
。
単
純
な
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚

で
し
た
。
も
と
も
と
一
つ
の
事
・
も

の
に
没
頭
で
き
な
い
性
格
だ
っ
た
自

分
で
し
た
が
初
め
て
没
頭
し
た
の
が

ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

す
。「
も
の
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
に
関
わ
っ
た
作
り
手
の
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

に
な
り
ま
し
た
。
決
し
て
儲
か
っ
て

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
何
と
か
19

年
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

60
歳
で
下
の
娘
が
大
学
卒
業
予
定
。

や
っ
と
本
当
に
や
り
た
い
ビ
ジ
ネ
ス

が
出
来
そ
う
で
、
わ
く
わ
く
し
て
い

ま
す
。
ま
ん
ま
と
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ

ス
の
魔
法
に
か
か
っ
た
よ
う
で
す
ね

（
笑
）。
現
在
五
反
田
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ

ル
に
小
さ
い
な
が
ら
も
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。
基
本
は
イ
ン
ポ
ー

ト
＆
卸
売
り
で
す
が
、
年
数
回
か

セ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
の
で
是
非
と
も

お
出
で
か
け
く
だ
さ
い
ね
。

ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
に
魅
せ
ら
れ
て

島
津　

金
吾
（
昭
53
年
卒
）

イ
タ
リ
ア
で
の
展
示
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
で

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
さ
ん
と

五反田のショールーム『デッラルーナ』
（東京都品川区西五反田７-22-17 
 TOCビル７F 44号）
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広
報
委
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）
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０
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１
５
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７
２
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FAX
：
０
４
２
２

４
３
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７
６
２
mail to：etoj@hotmail.com

　

本
誌
『
臥
牛
』
に
お
き
ま
し
て
『
エ
ッ
セ
イ
募
集
』
を
行
い
ま
す
。
エ
ッ
セ
イ
と
い
っ
て
も
き
れ

い
な
文
章
で
あ
る
必
要
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。『
想
い
』
を
込
め
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
竹
田
高

校
に
学
ん
だ
同
窓
生
と
し
て
の
『
想
い
』
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

●
本
誌
初
の
試
み
と
し
て
『
エ
ッ
セ

イ
募
集
』
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
気
軽
に
日
記
で
も
書
く
よ
う
な

調
子
で
何
で
も
よ
い
の
で
書
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

●
今
号
で
は
『
ク
ラ
ス
会
・
同
期
会
』

が
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
寄
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
参

加
人
数
が
少
な
く
て
も
け
っ
こ
う
で

す
。
２
〜
３
人
ぐ
ら
い
で
も
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
母
校
の
最
近
の
話
題
を
合
澤
哲
郎

教
諭
が
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
受
験
に
も
、
部
活
動
に
も
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ

て
く
る
内
容
で
し
た
。
特
に
昨
年
の

「
国
際
高
等
学
校
選
抜
書
展
（
書
の

甲
子
園
）」
で
衞
藤
鼓
さ
ん
が
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
大

変
な
快
挙
だ
そ
う
で
す
。

●
母
校
へ
の
図
書
寄
贈
に
よ
る
『
大

志
文
庫
』
も
今
年
で
５
回
目
と
な
り

ま
す
。
現
役
生
た
ち
に
薦
め
た
い
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

●『
ク
ラ
ス
会
・
同
期
会
』
の
寄
稿
、

『
大
志
文
庫
』
へ
の
図
書
推
薦
、
い

ず
れ
も
左
記
、
担
当
あ
て
に
お
気
軽

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

応募要項
高校時代の思い出1
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②ワード文書・手書き原稿を郵送するかFAXで送信する。

〒181-0003  東京都三鷹市北野2-3-22郵　送

0422-43-7762F A X
etoj@hotmail.comEメール

文字数制限

応 募 方 法

600字以上1,200字以内

次のいずれかの方法で送付してください。

送　付　先 竹田高校関東同窓会・広報委員長　衞藤 淳　宛

テ　ー　マ

故郷の思い出2

自由テーマ（自由な内容でけっこうです）3

堀
田　
　

兆
様
（
昭
45
年
卒
）

平
成
30
年
没　
　
　
　

安
部　

一
郎
様
（
昭
17
年
卒
）

平
成
29
年
７
月
９
日
没

飛
田　

芳
子
様
（
昭
11
年
卒
）

平
成
29
年
11
月
30
日
没

松
尾　
　

脩
様
（
昭
27
年
卒
）

平
成
30
年
１
月
30
日
没

須
藤　

勲
二
様
（
昭
15
年
卒
）

没
年
月
日
不
明　
　
　

和
田　

公
昭
様
（
昭
26
年
卒
）

没
年
月
日
不
明　
　
　

飯
尾　

真
弓
様
（
昭
28
年
卒
）

平
成
29
年
７
月
８
日
没

後
藤　

良
宣
様
（
昭
27
年
卒
）

平
成
30
年
１
月
２
日
没

益
永　

紀
子
様
（
昭
28
年
卒
）

平
成
29
年
９
月
29
日
没

矢
口　

知
子
様
（
昭
28
年
卒
）

平
成
30
年
２
月
末
没　

山
田　

百
子
様
（
昭
29
年
卒
）

平
成
30
年
１
月
25
日
没

仲
村　

澪
子
様
（
昭
31
年
卒
）

平
成
27
年
10
月
28
日
没

平
井　

和
子
様
（
昭
36
年
卒
）

平
成
28
年
２
月
１
日
没

安
藤　
　

洋
様
（
昭
28
年
卒
）

平
成
29
年
12
月
没　
　

佐
藤　

健
士
様
（
昭
26
年
卒
）

平
成
30
年
６
月
11
日
没

伊
藤　

瑛
介
様
（
昭
26
年
卒
）

平
成
30
年
５
月
15
日
没

金
山　

豊
美
様
（
昭
31
年
卒
）

平
成
29
年
11
月
18
日
没

木
下　

照
子
様
（
昭
31
年
卒
）

平
成
30
年
４
月
９
日
没

松
本　

祐
子
様
（
昭
49
年
卒
）

平
成
30
年
3
月
8
日
没

訃　

報

　

慎
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

物
故
者
御
芳
名

※
事
務
局
へ
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
々
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

『
臥
牛
』エ
ッ
セ
イ
募
集
‼

『
臥
牛
』エ
ッ
セ
イ
募
集
‼

皆
様
か
ら
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

第56号　 臥　牛　 2018年（平成30年）12月1日（8）


